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60
余
回
の
勝
負
で
負
け
知
ら
ず
の
剣
豪
と
し
て
名

高
い
の
が
熊
本
に
ゆ
か
り
の
宮
本
武
蔵
で
あ
る
。熊
本

の
西
部
、金
峰
山
の
麓
に
あ
る
岩
戸
・
霊
巌
洞
に
こ
も

り
、自
身
の
兵
法「
二
天
一
流
」を
ま
と
め
た「
五
輪
書
」

を
書
い
て
い
る
。宮
本
武
蔵
の
人
物
像
は
謎
も
多
い
。

私
た
ち
は
吉
川
英
治
の
小
説「
宮
本
武
蔵
」や
司
馬
遼

太
郎
の「
宮
本
武
蔵
」を
読
ん
で
そ
の
人
と
な
り
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、宮
本
武
蔵
の
強
さ
を
物
語
る
有
名
な
戦
い

が
2
つ
あ
る
。一
つ
は
、足
利
将
軍
家
の
剣
術
師
範
で

あ
っ
た
吉
岡
道
場
の
師
範
吉
岡
清
十
郎
と
の
戦
い
で

あ
る
。武
蔵
は
木
刀
の
一
撃
で
清
十
郎
を
破
っ
た
。そ
の

後
、清
十
郎
の
弟
・
吉
岡
伝
七
郎
と
の
戦
い
で
も
武
蔵

が
あ
っ
さ
り
と
勝
利
し
た
。二
つ
目
は
、下
関
沖
合
の

舟
島（
後
の
巌
流
島
）で
の
戦
い
で
あ
る
。相
手
は
小
倉

藩
剣
術
指
南
役
・
佐
々
木
小
次
郎
で
あ
る
。必
殺
技
は

燕
返
し
で
天
下
に
名
の
通
っ
た
剣
豪
で
あ
る
。誰
も
が

知
っ
て
い
る
よ
う
に
武
蔵
は
決
闘
の
時
間
に
大
幅
に

遅
れ
、相
手
を
苛
立
た
せ
る
戦
法
を
取
っ
た
。小
次
郎

の
物
干
し
ざ
お
と
呼
ば
れ
た
長
尺
の
太
刀
と
武
蔵
が

手
に
し
た
の
は
船
の
櫂（
か
い
）を
削
っ
て
作
っ
た
木

刀
だ
っ
た
。

　
先
日
、東
京
で
第
71
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
が
開

催
さ
れ
、広
島
県
の
棗
田（
な
つ
め
だ
）選
手
が
優
勝

し
た
。こ
れ
ま
で
熊
本
県
勢
も
5
回
優
勝
を
飾
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
で
は
、熊
本
県
の

渡
辺
選
手
が
念
願
の
優
勝
を
果
た
し
、こ
れ
で
女
子

も
熊
本
県
勢
の
優
勝
は
5
回
と
な
っ
た
。

　
一
方
、熊
本
県
の
農
産
物
に
目
を
向
け
る
と
、令
和

3
年
で
全
国
1
位
の
農
産
物
が
7
品
目
も
あ
る
。農

業
産
出
額
は
全
国
5
位
、生
産
農
業
所
得
は
全
国
4

位
と
な
っ
て
い
る
。剣
道
と
と
も
に
農
業
で
も
日
本
の

食
を
支
え
て
い
る
県
と
し
て
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て

い
い
と
思
う
。
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あ
ぜ
み
ち

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
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央
区
南
千
反
畑
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　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
5
年
12
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
今
年
、
皆
さ
ん
は
初
詣
に
は
行
か
れ
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
随
分
昔
の
こ
と
で
す
が
、
除
夜
の
鐘
が
鳴
っ
て

か
ら
、
明
治
神
宮
に
初
詣
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

砂
利
道
の
参
道
を
大
勢
の
人
が
押
し
合
い
へ
し
合
い
で

進
ん
で
い
き
、
社
に
手
を
合
わ
せ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
当
時
は
景
気
も
良
く
お
賽
銭
に
万
札
を
投
げ
入

れ
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
電
車
も
一
晩
中
動
い

て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
後
友
人
の
埼
玉
の
田
舎
の
実

家
に
行
き
ま
し
た
。
朝
方
家
に
つ
い
て
、
お
正
月
の
料

理
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
お
節
料
理
の
ほ
か

に
出
て
き
た
も
の
、
お
雑
煮
が
変
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
家
で
馳
走
に
な
っ
た
の
は
ぜ
ん
ざ
い
で
し
た
。
正

月
か
ら
甘
い
小
豆
と
餅
を
食
べ
た
の
は
は
じ
め
て
で
し

た
。
当
地
で
は
、
正
月
は
ぜ
ん
ざ
い
と
決
ま
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
熊
本
で
は
雑
煮
を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
が
、
地

方
に
よ
っ
て
中
に
入
れ
る
具
材
が
違
う
も
の
で
す
ね
。

　
大
学
の
時
、
教
授
が
生
徒
に
餅
を
持
っ
て
く
る
よ
う

に
言
っ
て
、
こ
の
時
地
域
で
餅
の
形
が
違
う
の
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
丸
餅
と
角
餅
の
境
目
は
、
岐
阜
県
の

関
ケ
原
辺
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
関
ケ
原
よ
り
東
で

は
角
餅
、
西
で
は
丸
餅
が
一
般
的
な
の
だ
そ
う
で
す
。
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農
畜
産
物
の
2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　関
す
る
緊
急
要
請
を
実
施

「
J
A
グ
ル
ー
プ

      

基
本
農
政
確
立
全
国
大
会
」が
開
催
さ
れ
る

〜
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
の
実
現
と
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
〜

　
Ｊ
Ａ
全
中
と
全
国
農
業
者
農
政
運
動
組
織

連
盟
（
全
国
農
政
連
）
は
、11
月
13
日
に
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
や
食
料
安
全
保
障

予
算
な
ど
に
つ
い
て
、
与
党
に
要
請
す
る

「
J
A
グ
ル
ー
プ
基
本
農
政
確
立
全
国
大
会
」

を
東
京
都
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
・
農
政
運
動
組
織
の

代
表
者
、
役
職
員
、
青
年
部
・
女
性
部
の
約

4
、0
0
0
名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
の
実
現
に
向
け
、

万
全
な
政
策
の
確
立
を
行
う
と
と
も
に
、
食

料
安
全
保
障
強
化
政
策
大
綱
の
改
定
や
十
分

な
予
算
の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
・
代
表
要
請
で
、Ｊ
Ａ
全
中
の

山
野
徹
会
長
は
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
、

再
生
産
に
配
慮
し
た
適
正
な
価
格
形
成
の
新

た
な
法
制
度
の
早
期
実
現
、
生
産
資
材
価
格

高
騰
対
策
な
ど
、
価
格
形
成
の
仕
組
み
だ
け

で
は
補
い
き
れ
な
い
コ
ス
ト
変
動
へ
の
対
応
の

在
り
方
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

食
料
安
全
保
障
や
価
格
形
成
を
支
え
る
仕
組

み
の
具
体
化
や
予
算
の
確
保
に
注
力
す
る
考

え
を
強
調

　
要
請
を
受
け
、
自
民
党
の
江
藤
拓
総
合
農

林
政
策
調
査
会
長
は
「
多
面
的
機
能
も
含
め

た
農
業
の
果
た
し
て
い
る
役
割
を
基
本
法
の

中
に
書
き
込
む
こ
と
が
大
事
だ
。
日
本
の
未

来
の
農
業
・
畜
産
業
を
切
り
開
く
た
め
に
政

府
・
与
党
一
体
と
な
っ
て
努
力
す
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
他
に
も
自
民
党
の
森
山
裕
食
料
安
全
保
障

に
関
す
る
検
討
委
員
会
委
員
長
や
公
明
党
の

稲
津
久
農
林
水
産
業
活
性
化
調
査
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
農
業
関
連
予
算
及
び
令
和
5
年

度
補
正
予
算
の
重
点
要
請
事
項

1
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
対
策

の
強
化

2
．
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
お
よ
び
国
民

理
解
の
醸
成
・
行
動
変
容

3
．
国
内
農
業
生
産
の
増
大
に
向
け
た
生
産

基
盤
強
化
対
策
の
抜
本
的
拡
充

4
．
将
来
を
見
据
え
た
活
力
あ
る
産
地
づ
く

り
の
推
進

5
．
品
目
別
対
策

6
．
災
害
・
感
染
症
等
に
強
い
農
業
づ
く
り
対
策

恭
賀
新
年

新
年
の
ご
挨
拶
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▲要請者を手渡すJAグループ代表者

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
業
者
政

治
連
盟
は
、
10
月
26
日
に
県
知
事
へ
、
31
日

に
自
民
党
県
連
に
対
し
農
畜
産
物
の

2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に
関
す
る
緊
急
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

　
熊
本
県
は
9
月
の
補
正
予
算
で
「
県
産
農

産
物
県
外
輸
送
効
率
化
緊
急
事
業
」
を
措
置

し
ま
し
た
が
、
来
年
4
月
か
ら
の
農
畜
産
物

の
2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に
直
面
す
る
本
県

生
産
現
場
で
は
、
さ
ら
な
る
輸
送
経
費
上
昇

へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
輸
送
問
題
に
よ
り
、
消
費
地
近
隣
の

産
地
と
比
べ
遠
隔
地
の
主
産
地
が
不
利
益
を

被
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
産
地
へ
の
コ
ス
ト
負

担
が
集
中
し
な
い
よ
う
、
政
府
へ
の
働
き
か
け

を
熊
本
県
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
熊
本
県
農
政
連
の
宮
本
委
員
長
は
、「
来
年

4
月
か
ら
の
農
畜
産
物
の
2
0
2
4
年
輸
送

問
題
に
直
面
す
る
本
県
生
産
現
場
で
は
、
さ

ら
な
る
輸
送
経
費
値
上
げ
へ
の
懸
念
が
深
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
輸
送
問
題
に
よ
り
、
大
都
市

近
隣
の
産
地
と
比
べ
、
熊
本
が
不
利
に
な
ら

な
い
よ
う
要
請
す
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
熊
本
県
農
林
水
産
部
の
千

田
真
寿
部
長
は
「
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り

遠
隔
地
の
本
県
の
競
争
力
が
低
下
し
な
い
よ

う
高
速
道
路
の
割
引
料
金
の
拡
充
を
含
め
全

国
的
な
課
題
に
つ
い
て
は
支
援
策
の
充
実
・
強

化
を
国
に
要
望
し
て
い
く
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
民
党
県
連
の
前
川
收
会
長
は
「
熊

本
県
が
食
料
供
給
基
地
と
し
て
や
る
べ
き
こ

と
に
し
っ
か
り
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
レ
ッ
ト
の

標
準
化
に
伴
う
費
用
等
に
つ
い
て
何
ら
か
の

支
援
を
行
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

緊
急
要
請
の
内
容

1
．物
流
の
効
率
化
等
に
向
け
た
支
援
の
拡
充

2
．選
果
場
に
お
け
る
パ
レ
ッ
ト
標
準
化
・

段
ボ
ー
ル
規
格
変
更
に
伴
う
選
果
機
改

修
、パ
レ
タ
イ
ジ
ン
グ
へ
の
支
援

3
．農
畜
産
物
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る

支
援
の
拡
充

▲県の千田真寿農林水産部長に
要望書を手渡す熊本県農政連
の宮本隆幸委員長（中央）右は
経済連の丁道夫会長

▲前川收自民党県連会長（左から5人目）に要
望書を手渡す県内農業団体の代表

熊本県農業者政治連盟

委員長 宮本　隆幸
熊本県農業者政治連盟

委員長 宮本　隆幸
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
素
よ
り
、
盟
友
の
皆
様
に
は
、
農
政
連
の
活
動
に

つ
き
ま
し
て
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
の
国
際
価
格

上
昇
に
よ
る
燃
料
・
飼
料
や
生
産
資
材
等
の
高
止
ま
り

は
長
期
化
し
、
わ
が
国
農
業
生
産
の
現
場
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
本
年
４
月
に
迫
る
２
０

２
４
年
輸
送
問
題
を
抱
え
る
中
、
持
続
可
能
な
農
業
生

産
や
食
料
安
全
保
障
を
確
立
す
る
た
め
、
生
産
資
材
高

騰
対
策
の
拡
充
や
再
生
産
可
能
で
適
正
な
価
格
形
成
の

実
現
は
、
喫
緊
を
要
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
本
年
の
通
常
国
会
に
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
改
正
案
等
を
提
出
す
る
と
し
て
お
り
、
令
和
６

年
度
農
林
水
産
省
予
算
概
算
要
求
で
「
事
項
要
求
」
と

さ
れ
た
同
基
本
法
改
正
に
関
連
す
る
施
策
の
具
体
化
と

予
算
化
を
求
め
る
運
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
春
に
は
熊
本
県
知
事
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
と

と
も
に
、
取
り
ざ
た
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て

も
、
我
々
の
声
を
政
策
に
反
映
す
る
た
め
、
一
人
で
も

多
く
の
議
員
を
県
・
国
政
へ
送
り
出
す
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
政
連
は
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、
結
集
力
を
高

め
、
皆
様
の
負
託
に
全
力
で
応
え
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
盟
友
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
輝
か
し
い
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



農
畜
産
物
の
2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　関
す
る
緊
急
要
請
を
実
施

「
J
A
グ
ル
ー
プ

      

基
本
農
政
確
立
全
国
大
会
」が
開
催
さ
れ
る

〜
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
の
実
現
と
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
〜

　
Ｊ
Ａ
全
中
と
全
国
農
業
者
農
政
運
動
組
織

連
盟
（
全
国
農
政
連
）
は
、11
月
13
日
に
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
や
食
料
安
全
保
障

予
算
な
ど
に
つ
い
て
、
与
党
に
要
請
す
る

「
J
A
グ
ル
ー
プ
基
本
農
政
確
立
全
国
大
会
」

を
東
京
都
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
・
農
政
運
動
組
織
の

代
表
者
、
役
職
員
、
青
年
部
・
女
性
部
の
約

4
、0
0
0
名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
の
実
現
に
向
け
、

万
全
な
政
策
の
確
立
を
行
う
と
と
も
に
、
食

料
安
全
保
障
強
化
政
策
大
綱
の
改
定
や
十
分

な
予
算
の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
・
代
表
要
請
で
、Ｊ
Ａ
全
中
の

山
野
徹
会
長
は
「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
、

再
生
産
に
配
慮
し
た
適
正
な
価
格
形
成
の
新

た
な
法
制
度
の
早
期
実
現
、
生
産
資
材
価
格

高
騰
対
策
な
ど
、
価
格
形
成
の
仕
組
み
だ
け

で
は
補
い
き
れ
な
い
コ
ス
ト
変
動
へ
の
対
応
の

在
り
方
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

食
料
安
全
保
障
や
価
格
形
成
を
支
え
る
仕
組

み
の
具
体
化
や
予
算
の
確
保
に
注
力
す
る
考

え
を
強
調

　
要
請
を
受
け
、
自
民
党
の
江
藤
拓
総
合
農

林
政
策
調
査
会
長
は
「
多
面
的
機
能
も
含
め

た
農
業
の
果
た
し
て
い
る
役
割
を
基
本
法
の

中
に
書
き
込
む
こ
と
が
大
事
だ
。
日
本
の
未

来
の
農
業
・
畜
産
業
を
切
り
開
く
た
め
に
政

府
・
与
党
一
体
と
な
っ
て
努
力
す
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
他
に
も
自
民
党
の
森
山
裕
食
料
安
全
保
障

に
関
す
る
検
討
委
員
会
委
員
長
や
公
明
党
の

稲
津
久
農
林
水
産
業
活
性
化
調
査
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
農
業
関
連
予
算
及
び
令
和
5
年

度
補
正
予
算
の
重
点
要
請
事
項

1
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
対
策

の
強
化

2
．
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
お
よ
び
国
民

理
解
の
醸
成
・
行
動
変
容

3
．
国
内
農
業
生
産
の
増
大
に
向
け
た
生
産

基
盤
強
化
対
策
の
抜
本
的
拡
充

4
．
将
来
を
見
据
え
た
活
力
あ
る
産
地
づ
く

り
の
推
進

5
．
品
目
別
対
策

6
．
災
害
・
感
染
症
等
に
強
い
農
業
づ
く
り
対
策

恭
賀
新
年

新
年
の
ご
挨
拶
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▲要請者を手渡すJAグループ代表者

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
業
者
政

治
連
盟
は
、
10
月
26
日
に
県
知
事
へ
、
31
日

に
自
民
党
県
連
に
対
し
農
畜
産
物
の

2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に
関
す
る
緊
急
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

　
熊
本
県
は
9
月
の
補
正
予
算
で
「
県
産
農

産
物
県
外
輸
送
効
率
化
緊
急
事
業
」
を
措
置

し
ま
し
た
が
、
来
年
4
月
か
ら
の
農
畜
産
物

の
2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に
直
面
す
る
本
県

生
産
現
場
で
は
、
さ
ら
な
る
輸
送
経
費
上
昇

へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
輸
送
問
題
に
よ
り
、
消
費
地
近
隣
の

産
地
と
比
べ
遠
隔
地
の
主
産
地
が
不
利
益
を

被
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
産
地
へ
の
コ
ス
ト
負

担
が
集
中
し
な
い
よ
う
、
政
府
へ
の
働
き
か
け

を
熊
本
県
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
熊
本
県
農
政
連
の
宮
本
委
員
長
は
、「
来
年

4
月
か
ら
の
農
畜
産
物
の
2
0
2
4
年
輸
送

問
題
に
直
面
す
る
本
県
生
産
現
場
で
は
、
さ

ら
な
る
輸
送
経
費
値
上
げ
へ
の
懸
念
が
深
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
輸
送
問
題
に
よ
り
、
大
都
市

近
隣
の
産
地
と
比
べ
、
熊
本
が
不
利
に
な
ら

な
い
よ
う
要
請
す
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
熊
本
県
農
林
水
産
部
の
千

田
真
寿
部
長
は
「
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り

遠
隔
地
の
本
県
の
競
争
力
が
低
下
し
な
い
よ

う
高
速
道
路
の
割
引
料
金
の
拡
充
を
含
め
全

国
的
な
課
題
に
つ
い
て
は
支
援
策
の
充
実
・
強

化
を
国
に
要
望
し
て
い
く
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
民
党
県
連
の
前
川
收
会
長
は
「
熊

本
県
が
食
料
供
給
基
地
と
し
て
や
る
べ
き
こ

と
に
し
っ
か
り
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
レ
ッ
ト
の

標
準
化
に
伴
う
費
用
等
に
つ
い
て
何
ら
か
の

支
援
を
行
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

緊
急
要
請
の
内
容

1
．物
流
の
効
率
化
等
に
向
け
た
支
援
の
拡
充

2
．選
果
場
に
お
け
る
パ
レ
ッ
ト
標
準
化
・

段
ボ
ー
ル
規
格
変
更
に
伴
う
選
果
機
改

修
、パ
レ
タ
イ
ジ
ン
グ
へ
の
支
援

3
．農
畜
産
物
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
関
す
る

支
援
の
拡
充

▲県の千田真寿農林水産部長に
要望書を手渡す熊本県農政連
の宮本隆幸委員長（中央）右は
経済連の丁道夫会長

▲前川收自民党県連会長（左から5人目）に要
望書を手渡す県内農業団体の代表

熊本県農業者政治連盟

委員長 宮本　隆幸
熊本県農業者政治連盟

委員長 宮本　隆幸
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
素
よ
り
、
盟
友
の
皆
様
に
は
、
農
政
連
の
活
動
に

つ
き
ま
し
て
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
の
国
際
価
格

上
昇
に
よ
る
燃
料
・
飼
料
や
生
産
資
材
等
の
高
止
ま
り

は
長
期
化
し
、
わ
が
国
農
業
生
産
の
現
場
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
本
年
４
月
に
迫
る
２
０

２
４
年
輸
送
問
題
を
抱
え
る
中
、
持
続
可
能
な
農
業
生

産
や
食
料
安
全
保
障
を
確
立
す
る
た
め
、
生
産
資
材
高

騰
対
策
の
拡
充
や
再
生
産
可
能
で
適
正
な
価
格
形
成
の

実
現
は
、
喫
緊
を
要
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
本
年
の
通
常
国
会
に
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
改
正
案
等
を
提
出
す
る
と
し
て
お
り
、
令
和
６

年
度
農
林
水
産
省
予
算
概
算
要
求
で
「
事
項
要
求
」
と

さ
れ
た
同
基
本
法
改
正
に
関
連
す
る
施
策
の
具
体
化
と

予
算
化
を
求
め
る
運
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
春
に
は
熊
本
県
知
事
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
と

と
も
に
、
取
り
ざ
た
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て

も
、
我
々
の
声
を
政
策
に
反
映
す
る
た
め
、
一
人
で
も

多
く
の
議
員
を
県
・
国
政
へ
送
り
出
す
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
政
連
は
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、
結
集
力
を
高

め
、
皆
様
の
負
託
に
全
力
で
応
え
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
盟
友
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
輝
か
し
い
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



【
令
和
5
年
度
農
林
水
産
関
係
補
正
予
算
】

　
令
和
5
年
度
農
林
水
産
関
係
補
正
予
算
総

額
は
、8
、1
8
2
億
円（
令
和
4
年
度
：
8
、

2
0
6
億
円
）と
、昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
で
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。中
で
も「
畑
地
化
促
進
事

業
」に
つ
い
て
は
、前
年
度
3
倍
の
7
5
0
億

円
が
措
置
さ
れ
、要
件
を
満
た
し
採
択
保
留

と
な
っ
て
い
る
全
て
の
方
に
対
す
る
支
払
い

の
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。そ
の
他
、野
菜
種
子

等
を
含
め
た
農
業
生
産
資
材
の
国
産
化
支
援

や
高
温
障
害
等
急
激
な
気
候
変
動
へ
の
対
策
、

物
流
2
0
2
4
年
問
題
、適
正
な
価
格
形
成

と
国
民
理
解
醸
成
に
向
け
た
施
策
な
ど
、食

料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た
各
種
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
収
入
保
険
と
野
菜
価
格
安
定
制
度
の
同
時
加
入
】

　
収
入
保
険
と
野
菜
価
格
安
定
制
度
の
同
時

利
用
に
つ
い
て
、早
期
加
入
者
や
他
産
地
・
農

家
間
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、同
時
加
入
は

令
和
6
年
度
利
用
者
ま
で（
R
7
以
降
は
同

時
利
用
期
間
の
設
定
な
し
）と
す
る
旨
に
加

え
、①
R
3
同
時
利
用
開
始
者
は
R
5
で
同

時
利
用
終
了
②
R
4
・
R
5
同
時
利
用
開
始

者
は
3
年
間
の
期
間
が
設
定
③
R
6
同
時
利

用
開
始
者
は
２
年
間
の
期
間
を
設
定（
今
回

新
設
定
）、の
3
点
が
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

農
水
省
は
同
時
利
用
者
が
多
い
県
を
中
心

に
、共
済
組
合
と
協
力
し
産
地
に
出
向
い
て

個
別
説
明
す
る
見
通
し
で
す
。

【
不
測
時
に
お
け
る
食
料
供
給
確
保
対
策
に
関

す
る
新
法
制
度
】

　
今
国
会
に
お
い
て
農
林
水
産
省
提
出
法
案

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、自
民
党
で
は「
不
測
時
に

お
け
る
食
料
供
給
確
保
対
策
に
関
す
る
新
た

な
法
制
度
検
討
P
T
」が
開
催
さ
れ
、計
3
回

の
会
議
後
に
と
り
ま
と
め
を
作
成
す
る
方
針

で
す
。元
農
林
水
産
大
臣
の
野
村
哲
郎
議
員
が

P
T
座
長
と
し
て
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」と
は
別
の
法
案
と
し
て
提
出
を
目
指
し
、

不
測
時
に
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
、今
後
、検

討
が
進
ん
で
参
り
ま
す
。

【
令
和
6
年
度
農
業
関
係
税
制
改
正
】

　
11
月
21
日
の
令
和
6
年
度
農
林
部
会
税
制

改
正
重
点
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
始
ま
り
、主

要
項
目
の
審
議
、○
×
審
議
な
ど
を
踏
ま
え
、

税
制
改
正
大
綱
の
閣
議
決
定
に
向
け
て
議
論

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。私
は
3
班（
A
：
農
業

経
営
・
農
地
対
策
班
・
B
：
農
林
関
係
産
業
対

策
班
・
C
：
林
業
・
環
境
対
策
班
）全
て
に
所

属
す
る
の
み
な
ら
ず
、B
班
班
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。J
A
グ
ル
ー
プ
の
要
請
事
項
が
全

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

畑
地
化
し
て
し
ま
う
と
水
田
活
用
直
接
支
払

い
交
付
金
が
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

や
、麦
や
大
豆
の
よ
う
に
ゲ
タ
が
無
い
の
で
、

品
代
だ
け
で
は
経
営
が
成
り
立
た
ち
ま
せ

ん
。さ
ら
に
生
産
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、政

府
の
支
援
が
必
要
と
の
ご
要
望
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、収
穫
後

の
乾
燥
・
粉
砕
・
保
管
が
課
題
と
な
る
の
で
、

J
A
を
中
心
に
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
く

れ
る
と
、生
産
者
は
助
か
る
と
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
農
地
を
農
地
と
し
て
利
用
す
る
観
点
か

ら
、重
要
な
作
物
で
す
の
で
、制
度
面
で
の
支

援
は
も
と
よ
り
、J
A
が
中
心
と
な
っ
て
地
域

と
し
て
の
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

〈
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
栽
培
視
察
〉

　
2
0
2
3
年
10
月
に
富
山
県
小
矢
部
市

で
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
の
実
態

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
新
た
な
展

開
方
向
」に
お
い
て
、国
は「
小
麦
や
大
豆
、

飼
料
作
物
な
ど
、海
外
依
存
の
高
い
品
目

の
生
産
拡
大
を
推
進
す
る
な
ど
の
構
造
転

換
を
進
め
て
い
く
」と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、国
内
に
お
い
て
も
、飼
料

作
物
、と
り
わ
け
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し

の
作
付
け
拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、十

分
な
収
量
が
確
保
で
き
ず
、所
得
が
確
保

で
き
な
い
等
の
課
題
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、子
実
用
と
う
も

ろ
こ
し
等
飼
料
作
物
の
増
産
が
は
か
ら
れ

る
よ
う
、政
策
提
案
等
に
お
い
て
国
に
要

望
し
て
い
ま
す
が
、生
産
現
場
に
お
け
る

課
題
等
を
把
握
す
る
目
的
で
、富
山
県
小

矢
部
市
で
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
を
作
付

け
し
て
い
る
圃
場
等
を
訪
問
し
、収
穫
作

業
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、若
手
農
業
者

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、比
較
的
作

業
時
間
が
短
く
て
済
み
、連
作
も
可
能
で
、

有
望
な
飼
料
作
物
で
す
。収
量
を
上
げ
る

に
は
畑
地
化
す
る
方
が
良
い
の
で
す
が
、

令
和
5
年
秋
の
農
政
議
論
の
ポ
イ
ン
ト

飼
料
作
物
の

　
　
　
自
給
率
を
高
め
よ
う

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲令和6年度税制改正要望ヒアリング
  （B班）の様子

　
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
青
壮
年
部
は
、田
浦
支
部
・
芦
北
支
部
・
津
奈
木
支
部
の
3
支
部（
34
名
）で
構
成
さ
れ
、部
員
の
多
く

が
柑
橘
農
家
で
す
。部
員
数
は
少
な
い
で
す
が
、平
均
年
齢
は
37
歳
と
若
者
パ
ワ
ー
を
活
か
し
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

▲子実用とうもろこし栽培を視察

　
J
A
あ
し
き
た
の
主
要
作
物
は
、

サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
、
水
俣
茶
、
あ

し
き
た
牛
、
そ
し
て
デ
コ
ポ
ン
や

甘
夏
と
い
っ
た
柑
橘
類
が
あ
り
ま

す
。
田
浦
支
部
で
は
毎
年
、
柑
橘

の
苗
木
約
2
、5
0
0
本
を
加
温
ハ

ウ
ス
で
2
月
か
ら
半
年
間
育
成
し
、

8
月
に
大
苗
と
し
て
生
産
者
へ
配

布
し
て
い
ま
す
。
大
苗
を
定
植
す

る
こ
と
で
、
生
産
性
の
向
上
並
び

　
田
浦
支
部
で
は
、
保
育
園
の
園

庭
に
柑
橘
苗
木
の
植
樹
、
ジ
ュ
ー

ス
絞
り
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

芦
北
支
部
で
は
、
小
学
生
と
加
温

デ
コ
ポ
ン
の
摘
果
や
収
穫
体
験
を

行
い
、
津
奈
木
支
部
で
は
、
小
学

食
農
教
育
の
実
施

柑
橘
苗
木
の
大
苗
事
業

▲デコポンの収穫体験

▲サラたまちゃんの収穫体験

▲柑橘大苗の配布

▲圃場での現地研修会

▲青色申告並びに農業者年金の学習会

　
管
内
優
良
農
家
の
園
地
に
て
現

地
研
修
を
行
い
、
品
質
や
作
業
効

率
の
向
上
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減

現
地
研
修
会
並
び
に
学
習
会
の

実
施

　
朝
市
や
産
業
祭
な
ど
、
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地

域
振
興
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
地
域
か
ら

来
場
さ
れ
た
方
々

と
の
交
流
も
楽
し

み
な
が
ら
、
芦
北

の
魅
力
を
少
し
で

も
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
活
動
し
て
い

ま
す
。

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

に
、
未
収
益
期
間
の
短
縮
を
図
る

こ
と
が
で
き
、
柑
橘
栽
培
の
一
助

を
担
っ
て
い
ま
す
。

生
と
サ
ラ
た
ま
の
定
植
〜
出
荷
準

備
ま
で
、
中
学
生
と
は
大
根
の
播

種
〜
寒
漬
け
加
工
、
販
売
ま
で
行

う
な
ど
、
各
支
部
、
地
域
に
密
着

し
様
々
な
や
り
方
で
食
農
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
、
栽
培
技

術
だ
け
で
な
く
、
経
営
管
理
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
た
学
習
会
も

行
い
経
営
者
と
し
て
の
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

▲芦北町産業祭
　（子供たちとのふれあい）
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【
令
和
5
年
度
農
林
水
産
関
係
補
正
予
算
】

　
令
和
5
年
度
農
林
水
産
関
係
補
正
予
算
総

額
は
、8
、1
8
2
億
円（
令
和
4
年
度
：
8
、

2
0
6
億
円
）と
、昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
で
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。中
で
も「
畑
地
化
促
進
事

業
」に
つ
い
て
は
、前
年
度
3
倍
の
7
5
0
億

円
が
措
置
さ
れ
、要
件
を
満
た
し
採
択
保
留

と
な
っ
て
い
る
全
て
の
方
に
対
す
る
支
払
い

の
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。そ
の
他
、野
菜
種
子

等
を
含
め
た
農
業
生
産
資
材
の
国
産
化
支
援

や
高
温
障
害
等
急
激
な
気
候
変
動
へ
の
対
策
、

物
流
2
0
2
4
年
問
題
、適
正
な
価
格
形
成

と
国
民
理
解
醸
成
に
向
け
た
施
策
な
ど
、食

料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た
各
種
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
収
入
保
険
と
野
菜
価
格
安
定
制
度
の
同
時
加
入
】

　
収
入
保
険
と
野
菜
価
格
安
定
制
度
の
同
時

利
用
に
つ
い
て
、早
期
加
入
者
や
他
産
地
・
農

家
間
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、同
時
加
入
は

令
和
6
年
度
利
用
者
ま
で（
R
7
以
降
は
同

時
利
用
期
間
の
設
定
な
し
）と
す
る
旨
に
加

え
、①
R
3
同
時
利
用
開
始
者
は
R
5
で
同

時
利
用
終
了
②
R
4
・
R
5
同
時
利
用
開
始

者
は
3
年
間
の
期
間
が
設
定
③
R
6
同
時
利

用
開
始
者
は
２
年
間
の
期
間
を
設
定（
今
回

新
設
定
）、の
3
点
が
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

農
水
省
は
同
時
利
用
者
が
多
い
県
を
中
心

に
、共
済
組
合
と
協
力
し
産
地
に
出
向
い
て

個
別
説
明
す
る
見
通
し
で
す
。

【
不
測
時
に
お
け
る
食
料
供
給
確
保
対
策
に
関

す
る
新
法
制
度
】

　
今
国
会
に
お
い
て
農
林
水
産
省
提
出
法
案

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、自
民
党
で
は「
不
測
時
に

お
け
る
食
料
供
給
確
保
対
策
に
関
す
る
新
た

な
法
制
度
検
討
P
T
」が
開
催
さ
れ
、計
3
回

の
会
議
後
に
と
り
ま
と
め
を
作
成
す
る
方
針

で
す
。元
農
林
水
産
大
臣
の
野
村
哲
郎
議
員
が

P
T
座
長
と
し
て
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」と
は
別
の
法
案
と
し
て
提
出
を
目
指
し
、

不
測
時
に
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
、今
後
、検

討
が
進
ん
で
参
り
ま
す
。

【
令
和
6
年
度
農
業
関
係
税
制
改
正
】

　
11
月
21
日
の
令
和
6
年
度
農
林
部
会
税
制

改
正
重
点
要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
始
ま
り
、主

要
項
目
の
審
議
、○
×
審
議
な
ど
を
踏
ま
え
、

税
制
改
正
大
綱
の
閣
議
決
定
に
向
け
て
議
論

が
進
ん
で
お
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ま
す
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は
3
班（
A
：
農
業

経
営
・
農
地
対
策
班
・
B
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農
林
関
係
産
業
対

策
班
・
C
：
林
業
・
環
境
対
策
班
）全
て
に
所

属
す
る
の
み
な
ら
ず
、B
班
班
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。J
A
グ
ル
ー
プ
の
要
請
事
項
が
全

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

畑
地
化
し
て
し
ま
う
と
水
田
活
用
直
接
支
払

い
交
付
金
が
打
ち
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れ
て
し
ま
う
こ
と
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や
大
豆
の
よ
う
に
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無
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で
、

品
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は
経
営
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た
ち
ま
せ

ん
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生
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拡
大
す
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に
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、政
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支
援
が
必
要
と
の
ご
要
望
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
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と
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で
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J
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受
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入
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態
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え
て
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れ
る
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、生
産
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助
か
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か
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し
た
。

　
農
地
を
農
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し
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利
用
す
る
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作
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の
支
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よ
り
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っ
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域
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の
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築
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い
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と
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。
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と
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〉
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。
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よ
う
活
動
し
て
い

ま
す
。

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

に
、
未
収
益
期
間
の
短
縮
を
図
る

こ
と
が
で
き
、
柑
橘
栽
培
の
一
助

を
担
っ
て
い
ま
す
。

生
と
サ
ラ
た
ま
の
定
植
〜
出
荷
準

備
ま
で
、
中
学
生
と
は
大
根
の
播

種
〜
寒
漬
け
加
工
、
販
売
ま
で
行

う
な
ど
、
各
支
部
、
地
域
に
密
着

し
様
々
な
や
り
方
で
食
農
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
、
栽
培
技

術
だ
け
で
な
く
、
経
営
管
理
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
た
学
習
会
も

行
い
経
営
者
と
し
て
の
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

▲芦北町産業祭
　（子供たちとのふれあい）
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〜
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜

〜
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
青
壮
年
部
活
動
報
告
〜



　JA中央会

　

吉
田
忍
さ
ん
（
肉
牛
の
部
）・
㈲
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｓ（
肉
豚
の
部
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
を
受
賞
！

▲青壮年部による餅つきの実演

▲女性部による地産地消鍋の販売

　
熊
本
県
内
の
農
畜
産
物
が
勢
ぞ
ろ

い
す
る
「
2
0
2
3
く
ま
も
と
農
業

フ
ェ
ア
」
を
11
、
12
日
の
両
日
、
合
志

市
の
県
農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

で
開
催
し
、
約
1
7
、0
0
0
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
県
内
Ｊ
Ａ
な
ど
農
業

関
係
団
体
が
旬
の
農
産
物
を
販
売
し
た
ほ

か
、農
業
高
校
マ
ル
シ
ェ
や
ら
く
の
う
マ
ザ
ー

ズ
に
よ
る
哺
乳
・
搾
乳
体
験
、
親
子
で
楽
し

め
る
縁
日
な
ど
が
出
展
し
ま
し
た
。
熊
本
県
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
な
ど
農
業
関
係
団
体
で
構
成

す
る
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
会
会
長
で
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮

本
隆
幸
会
長
が
「
国
際
情
勢
の
激
変
で
農
家

経
営
は
厳
し
い
が
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立

に
向
け
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
消
費

者
に
届
け
る
た
め
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

農
業
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
、
食
や
農
業
に
つ
い

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
と
熊
本
県
畜
産

連
合
会
は
10
月
30
日
か
ら
11
月
3
日
、

菊
池
市
七
城
町
の
㈱
熊
本
畜
産
流
通
セ

ン
タ
ー
で
第
1
回
熊
本
県
枝
肉
共
進
会
を
開

催
し
ま
し
た
。当
共
進
会
は
、畜
産
経
営
の
安

定
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
開
催
し
、肉
牛
の

部
で
吉
田
忍
さ
ん（
Ｊ
Ａ
く
ま
）、肉
豚
の
部
で

㈲
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｓ（
Ｊ
Ａ
菊
池
）が
そ
れ
ぞ
れ
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
肉
牛
1
0
4
頭（
乳
用
種
＝
2
頭
、交
雑
種

＝
14
頭
、褐
毛
和
種
＝
20
頭
、黒
毛
和
種
＝
68

頭
）、肉
豚
9
セ
ッ
ト（
36
頭
）の
出
品
が
あ
り
、

（
公
社
）日
本
食
肉
格
付
協
会
や
熊
本
県
の
職

員
な
ど
が
肉
質
や
色
、脂
肪
交
雑
な
ど
の
審
査

基
準
に
基
づ
き
審
査
し
ま
し
た
。吉
田
さ
ん
が

出
品
し
た
黒
毛
和
種
は
、1
キ
ロ
1
万
1
、

　
政
府
は
、
11
月
10
日
の
閣
議
で
、「
物

価
高
対
策
や
持
続
的
な
賃
上
げ
な
ど
を

柱
と
す
る
新
た
な
経
済
対
策
」
の
裏
付

け
と
な
る
令
和
５
年
度
補
正
予
算
案
を

決
定
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
追
加
歳
出
は
約

13
・
1
兆
円
で
、
こ
の
う
ち
の
農
林
水
産
関
係
は

8
、1
8
2
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
関
係
の
う
ち
、
焦
点
に
な
っ
て
い

た
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転
換

対
策
の
主
な
施
策
と
し
て
、
肥
料
の
国
産
化
・

安
定
供
給
確
保
対
策
や
飼
料
自
給
率
向
上
緊
急

対
策
、
米
粉
の
利
用
拡
大
支
援
対
策
、
畑
作
物

の
本
作
化
対
策
な
ど
に
2
、1
1
3
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
ま
た
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
緩
和

対
策
の
主
な
施
策
と
し
て
、
施
設
園
芸
等
燃
料

価
格
高
騰
対
策
、
和
牛
肉
需
要
拡
大
緊
急
対
策

な
ど
に
1
、0
0
1
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
さ

JA経済連
「
令
和
5
年
度
農
林
水
産
関
係

　
　
補
正
予
算
8
、1
8
2
億
円
を
閣
議
決
定
」

「
2
0
2
3
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
る

◆
肉
豚
の
部

▽
名
誉
賞
＝
㈲
冨
田
フ
ァ
ー
ム（
菊
池
市
）

▽
優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
北
九
州
フ
ァ
ー
ム
㈱
綱

田
牧
場（
芦
北
町
）

◆
肉
牛
の
部

【
乳
用
種
の
部
】▽
該
当
者
な
し

【
交
雑
種
の
部
】▽
名
誉
賞
首
席
＝
山
田
勝
郎

（
菊
池
市
）▽
名
誉
賞
2
席
＝
㈱
宮
木
牧
場（
熊

本
市
）▽
優
秀
賞
＝
中
河
原
三
郎（
南
関
町
）

【
褐
毛
和
種
の
部
】▽
名
誉
賞
首
席
＝
杉
田

年
徳（
高
森
町
）▽
名
誉
賞
2
席
＝
日
置
一

誠（
西
原
村
）▽
優
秀
賞
＝
岩
根
孝
明（
菊
池

市
）、国
武
貴
史（
美
里
町
）

【
黒
毛
和
種
の
部
】▽
名
誉
賞
２
席
＝
川
口

誠
二（
芦
北
町
）▽
名
誉
賞
3
席
＝
㈱
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｊ
Ｕ（
菊
池
市
）▽
優
秀
賞
＝
中
原
誠
喜

（
熊
本
市
）、㈱
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム（
山

鹿
市
）、㈱
内
田
畜
産（
菊
池
市
）

【
特
別
賞
】▽
脂
質
賞
＝
㈱
き
も
と
フ
ァ
ー

ム（
大
津
町
）

そ
の
他
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

農
林
水
産
関
係
補
正
予
算
の
重
点
事
項

1
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転

換
対
策

2
．
物
価
高
騰
等
の
影
響
緩
和
対
策

3
．「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
に

基
づ
く
施
策
の
実
施

4
．
持
続
可
能
な
成
長
に
向
け
た
農
林
水
産
施

策
の
推
進

5
．
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
と
災
害
復
旧

等
の
推
進

総
額
　
8
、1
8
2
億
円

　
う
ち
、
物
価
高
騰
影
響
緩
和
対
策

　
　
　〈
1
、0
0
1
億
円
〉

　
食
料
安
保
構
造
転
換
対
策

　
　
　〈
2
、1
1
3
億
円
〉

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
対
策
　

　
　
　〈
2
、5
2
7
億
円
〉

　農政連

第
1
回
熊
本
県
枝
肉
共
進
会
を
開
催

▲国消国産の大型パネル

0
1
0
円
の
高
値
で
落
札
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
忍
さ
ん
は「
地
元
で
あ
る
球
磨
郡
産

の
導
入
牛
か
つ
牝
牛
で
受
賞
で
き
、喜
び
も

ひ
と
し
お
。こ
れ
か
ら
も
良
質
な
肥
育
牛
生

産
に
努
め
る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。ま

た
、㈲
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
吉
田
秀
一
代
表
取
締
役

は「
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い
り
ん
ど
う
ポ
ー

ク
を
育
て
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
が
、
一
般
社

団
法
人
「
日
本
マ
ザ
ー
ズ
協
会
」
が

主
催
す
る
「
第
15
回
マ
ザ
ー
ズ
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
大
賞
2
0
2
3
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
今
年
で
3
年
連
続
の
大
賞
受
賞
で
す
。

　
マ
ザ
ー
ズ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
は
、
日
本

の
子
育
て
支
援
・
母
親
支
援
の
一
環
と
し

て
、
子
育
て
期
の
マ
マ
達
が
愛
用
し
て
い
る

〈
モ
ノ
〉
や
、
マ
マ
た
ち
の
応
援
と
な
る

〈
コ
ト
〉
の
中
で
「
便
利
」「
元
気
に
な
る
」

　JA共済連　

「
マ
ザ
ー
ズ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
2
0
2
3
」受
賞
！

Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済「
学
資
応
援
隊
」

「
癒
さ
れ
る
」「
子
育
て
に
役
立
っ
た
」
な

ど
、
一
般
の
マ
マ
た
ち
か
ら
の
応
募
（
投

票
）
の
得
票
結
果
で
選
出
し
表
彰
す
る
ア

ワ
ー
ド
で
す
。

　
マ
マ
た
ち
の
決
め
手
は
地
域
密
着
と
高
い

貯
蓄
性
。
お
子
さ
ま
の
学
資
金
づ
く
り
を
、

Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
「
学
資
応
援
隊
」
で
準

備
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
最
寄
り
の

Ｊ
Ａ
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
♪

て
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　
会
場
で
は
、
国
消
国
産
の
大
型
パ
ネ
ル
設

置
や
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
に
よ
り
、
来
場
者
に

国
消
国
産
や
食
料
安
全
保
障
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織

協
議
会
が
県
産
農
畜
産
物
を
使
っ
た
手
作
り

の
豚
汁
「
Ｊ
Ａ
女
性
部
地
産
地
消
鍋
」
を
販

売
。
同
協
議
会
の
太
田
桂
子
会
長
は
「
地
元

産
の
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、
み
そ
も
手
作
り
し

た
も
の
を
使
っ
た
」
と
語
り
、
用
意
し
た

1
、
8
0
0
食
は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し

ま
し
た
。
熊
本
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会
で

は
餅
つ
き
を
実
演
し
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。
同
協
議
会
の
石
本

勝
也
委
員
長
は
「
餅
つ
き
が
初
め
て
と
い
う

子
ど
も
た
ち
も
多
く
、
食
農
教
育
に
繋
が
っ

た
と
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

 

▲肉牛の部でグランドチャンピオンを受賞した吉田忍
さん（写真右）と肉豚の部でグランドチャンピオンを受
賞した㈲ＤＥＡＰＳの吉田秀一代表取締役

ら
に
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
関
連
対

策
の
主
な
施
策
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
産
地
生

産
流
通
基
盤
強
化
緊
急
対
策
、産
地
生
産
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
な
ど
に

2
、5
2
7
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
関
係
補
正
予
算
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
畑
地
化
促
進
事
業
：
7
5
0
億
円

　《水
田
の
畑
地
化
に
一
定
額
を
助
成
》

②
米
粉
の
利
用
拡
大
支
援
対
策
：
20
億
円

　《米
粉
の
商
品
開
発
・
製
造
を
支
援
》

③
肥
料
の
国
産
化
・
安
定
供
給
確
保
対
策
：
68
億
円

《
堆
肥
の
高
品
質
化
、
ペ
レ
ッ
ト
化
に
必
要
な

施
設
整
備
》

④
生
産
資
材
の
使
用
低
減
対
策
：
32
億
円

《
土
壌
診
断
に
よ
る
化
学
肥
料
の
低
減
な
ど
に

支
援
》

⑤
果
樹
産
地
に
お
け
る
花
粉
確
保
対
策
：
5
億
円

　《国
産
花
粉
へ
の
切
り
替
え
を
支
援
》

⑥
飼
料
自
給
率
向
上
緊
急
対
策
：
1
3
0
億
円

　《資
料
の
増
産
に
必
要
な
施
設
整
備
な
ど
》

⑦
適
正
な
価
格
形
成
と
国
民
理
解
の
醸
成
：
5
億
円

《
生
産
コ
ス
ト
指
標
の
作
成
・
検
証
や
実
態

調
査
な
ど
》

⑧
施
設
園
芸
等
燃
料
価
格
高
騰
対
策
：
45
億
円

　《燃
油
・
ガ
ス
の
価
格
高
騰
に
補
填
金
交
付
》

⑨
和
牛
肉
需
要
拡
大
緊
急
対
策
：
50
億
円

　《和
牛
肉
の
新
規
需
要
開
拓
、消
費
拡
大
を
支
援
》

⑩
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
：

3
1
0
億
円

　《収
益
力
強
化
に
取
り
組
む
産
地
を
支
援
》

⑪
国
産
チ
ー
ズ
の
競
争
力
強
化
：
61
億
円

《
原
料
乳
の
高
品
質
化
・
コ
ス
ト
低
減
、
施
設

整
備
な
ど
》

⑫
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
集
約
化
等

の
加
速
：
31
億
円

　《農
地
集
約
化
に
取
り
組
む
地
域
に
協
力
金
》

★ ポイント2 ★
高い貯蓄性と保障が
バランスよく備わっていて、
効率的に資金準備できます。

★ ポイント3 ★
ご契約者（親族）がもしもの
とき、※その後の共済掛金は
いただきません。
※共済掛金払込免除不担保特則を付加する
　場合を除きます

★ ポイント4 ★
お子さま・お孫さまの
ために７５歳までご契約
いただけます。

★ ポイント1 ★
学資金のお受取りは、
進学時期に合せた中学・
高校・大学プランから
お選びいただけます。

ＪＡ共済が 

選ばれています！！
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　JA中央会

　

吉
田
忍
さ
ん
（
肉
牛
の
部
）・
㈲
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｓ（
肉
豚
の
部
）

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
を
受
賞
！

▲青壮年部による餅つきの実演

▲女性部による地産地消鍋の販売

　
熊
本
県
内
の
農
畜
産
物
が
勢
ぞ
ろ

い
す
る
「
2
0
2
3
く
ま
も
と
農
業

フ
ェ
ア
」
を
11
、
12
日
の
両
日
、
合
志

市
の
県
農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

で
開
催
し
、
約
1
7
、0
0
0
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
県
内
Ｊ
Ａ
な
ど
農
業

関
係
団
体
が
旬
の
農
産
物
を
販
売
し
た
ほ

か
、農
業
高
校
マ
ル
シ
ェ
や
ら
く
の
う
マ
ザ
ー

ズ
に
よ
る
哺
乳
・
搾
乳
体
験
、
親
子
で
楽
し

め
る
縁
日
な
ど
が
出
展
し
ま
し
た
。
熊
本
県
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
な
ど
農
業
関
係
団
体
で
構
成

す
る
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
会
会
長
で
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮

本
隆
幸
会
長
が
「
国
際
情
勢
の
激
変
で
農
家

経
営
は
厳
し
い
が
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立

に
向
け
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
消
費

者
に
届
け
る
た
め
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

農
業
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
、
食
や
農
業
に
つ
い

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
と
熊
本
県
畜
産

連
合
会
は
10
月
30
日
か
ら
11
月
3
日
、

菊
池
市
七
城
町
の
㈱
熊
本
畜
産
流
通
セ

ン
タ
ー
で
第
1
回
熊
本
県
枝
肉
共
進
会
を
開

催
し
ま
し
た
。当
共
進
会
は
、畜
産
経
営
の
安

定
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
開
催
し
、肉
牛
の

部
で
吉
田
忍
さ
ん（
Ｊ
Ａ
く
ま
）、肉
豚
の
部
で

㈲
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｓ（
Ｊ
Ａ
菊
池
）が
そ
れ
ぞ
れ
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
肉
牛
1
0
4
頭（
乳
用
種
＝
2
頭
、交
雑
種

＝
14
頭
、褐
毛
和
種
＝
20
頭
、黒
毛
和
種
＝
68

頭
）、肉
豚
9
セ
ッ
ト（
36
頭
）の
出
品
が
あ
り
、

（
公
社
）日
本
食
肉
格
付
協
会
や
熊
本
県
の
職

員
な
ど
が
肉
質
や
色
、脂
肪
交
雑
な
ど
の
審
査

基
準
に
基
づ
き
審
査
し
ま
し
た
。吉
田
さ
ん
が

出
品
し
た
黒
毛
和
種
は
、1
キ
ロ
1
万
1
、

　
政
府
は
、
11
月
10
日
の
閣
議
で
、「
物

価
高
対
策
や
持
続
的
な
賃
上
げ
な
ど
を

柱
と
す
る
新
た
な
経
済
対
策
」
の
裏
付

け
と
な
る
令
和
５
年
度
補
正
予
算
案
を

決
定
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
追
加
歳
出
は
約

13
・
1
兆
円
で
、
こ
の
う
ち
の
農
林
水
産
関
係
は

8
、1
8
2
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
関
係
の
う
ち
、
焦
点
に
な
っ
て
い

た
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転
換

対
策
の
主
な
施
策
と
し
て
、
肥
料
の
国
産
化
・

安
定
供
給
確
保
対
策
や
飼
料
自
給
率
向
上
緊
急

対
策
、
米
粉
の
利
用
拡
大
支
援
対
策
、
畑
作
物

の
本
作
化
対
策
な
ど
に
2
、1
1
3
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
ま
た
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
緩
和

対
策
の
主
な
施
策
と
し
て
、
施
設
園
芸
等
燃
料

価
格
高
騰
対
策
、
和
牛
肉
需
要
拡
大
緊
急
対
策

な
ど
に
1
、0
0
1
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
さ

JA経済連
「
令
和
5
年
度
農
林
水
産
関
係

　
　
補
正
予
算
8
、1
8
2
億
円
を
閣
議
決
定
」

「
2
0
2
3
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
る

◆
肉
豚
の
部

▽
名
誉
賞
＝
㈲
冨
田
フ
ァ
ー
ム（
菊
池
市
）

▽
優
秀
賞
＝
Ｊ
Ａ
北
九
州
フ
ァ
ー
ム
㈱
綱

田
牧
場（
芦
北
町
）

◆
肉
牛
の
部

【
乳
用
種
の
部
】▽
該
当
者
な
し

【
交
雑
種
の
部
】▽
名
誉
賞
首
席
＝
山
田
勝
郎

（
菊
池
市
）▽
名
誉
賞
2
席
＝
㈱
宮
木
牧
場（
熊

本
市
）▽
優
秀
賞
＝
中
河
原
三
郎（
南
関
町
）

【
褐
毛
和
種
の
部
】▽
名
誉
賞
首
席
＝
杉
田

年
徳（
高
森
町
）▽
名
誉
賞
2
席
＝
日
置
一

誠（
西
原
村
）▽
優
秀
賞
＝
岩
根
孝
明（
菊
池

市
）、国
武
貴
史（
美
里
町
）

【
黒
毛
和
種
の
部
】▽
名
誉
賞
２
席
＝
川
口

誠
二（
芦
北
町
）▽
名
誉
賞
3
席
＝
㈱
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｊ
Ｕ（
菊
池
市
）▽
優
秀
賞
＝
中
原
誠
喜

（
熊
本
市
）、㈱
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム（
山

鹿
市
）、㈱
内
田
畜
産（
菊
池
市
）

【
特
別
賞
】▽
脂
質
賞
＝
㈱
き
も
と
フ
ァ
ー

ム（
大
津
町
）

そ
の
他
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

農
林
水
産
関
係
補
正
予
算
の
重
点
事
項

1
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転

換
対
策

2
．
物
価
高
騰
等
の
影
響
緩
和
対
策

3
．「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
に

基
づ
く
施
策
の
実
施

4
．
持
続
可
能
な
成
長
に
向
け
た
農
林
水
産
施

策
の
推
進

5
．
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
と
災
害
復
旧

等
の
推
進

総
額
　
8
、1
8
2
億
円

　
う
ち
、
物
価
高
騰
影
響
緩
和
対
策

　
　
　〈
1
、0
0
1
億
円
〉

　
食
料
安
保
構
造
転
換
対
策

　
　
　〈
2
、1
1
3
億
円
〉

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
対
策
　

　
　
　〈
2
、5
2
7
億
円
〉

　農政連

第
1
回
熊
本
県
枝
肉
共
進
会
を
開
催

▲国消国産の大型パネル

0
1
0
円
の
高
値
で
落
札
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
忍
さ
ん
は「
地
元
で
あ
る
球
磨
郡
産

の
導
入
牛
か
つ
牝
牛
で
受
賞
で
き
、喜
び
も

ひ
と
し
お
。こ
れ
か
ら
も
良
質
な
肥
育
牛
生

産
に
努
め
る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。ま

た
、㈲
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｓ
の
吉
田
秀
一
代
表
取
締
役

は「
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い
り
ん
ど
う
ポ
ー

ク
を
育
て
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
が
、
一
般
社

団
法
人
「
日
本
マ
ザ
ー
ズ
協
会
」
が

主
催
す
る
「
第
15
回
マ
ザ
ー
ズ
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
大
賞
2
0
2
3
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
今
年
で
3
年
連
続
の
大
賞
受
賞
で
す
。

　
マ
ザ
ー
ズ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
は
、
日
本

の
子
育
て
支
援
・
母
親
支
援
の
一
環
と
し

て
、
子
育
て
期
の
マ
マ
達
が
愛
用
し
て
い
る

〈
モ
ノ
〉
や
、
マ
マ
た
ち
の
応
援
と
な
る

〈
コ
ト
〉
の
中
で
「
便
利
」「
元
気
に
な
る
」

　JA共済連　

「
マ
ザ
ー
ズ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
2
0
2
3
」受
賞
！

Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済「
学
資
応
援
隊
」

「
癒
さ
れ
る
」「
子
育
て
に
役
立
っ
た
」
な

ど
、
一
般
の
マ
マ
た
ち
か
ら
の
応
募
（
投

票
）
の
得
票
結
果
で
選
出
し
表
彰
す
る
ア

ワ
ー
ド
で
す
。

　
マ
マ
た
ち
の
決
め
手
は
地
域
密
着
と
高
い

貯
蓄
性
。
お
子
さ
ま
の
学
資
金
づ
く
り
を
、

Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
「
学
資
応
援
隊
」
で
準

備
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
最
寄
り
の

Ｊ
Ａ
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
♪

て
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　
会
場
で
は
、
国
消
国
産
の
大
型
パ
ネ
ル
設

置
や
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
に
よ
り
、
来
場
者
に

国
消
国
産
や
食
料
安
全
保
障
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織

協
議
会
が
県
産
農
畜
産
物
を
使
っ
た
手
作
り

の
豚
汁
「
Ｊ
Ａ
女
性
部
地
産
地
消
鍋
」
を
販

売
。
同
協
議
会
の
太
田
桂
子
会
長
は
「
地
元

産
の
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、
み
そ
も
手
作
り
し

た
も
の
を
使
っ
た
」
と
語
り
、
用
意
し
た

1
、
8
0
0
食
は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し

ま
し
た
。
熊
本
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会
で

は
餅
つ
き
を
実
演
し
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。
同
協
議
会
の
石
本

勝
也
委
員
長
は
「
餅
つ
き
が
初
め
て
と
い
う

子
ど
も
た
ち
も
多
く
、
食
農
教
育
に
繋
が
っ

た
と
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

 

▲肉牛の部でグランドチャンピオンを受賞した吉田忍
さん（写真右）と肉豚の部でグランドチャンピオンを受
賞した㈲ＤＥＡＰＳの吉田秀一代表取締役

ら
に
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
関
連
対

策
の
主
な
施
策
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
産
地
生

産
流
通
基
盤
強
化
緊
急
対
策
、産
地
生
産
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
な
ど
に

2
、5
2
7
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
関
係
補
正
予
算
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
畑
地
化
促
進
事
業
：
7
5
0
億
円

　《水
田
の
畑
地
化
に
一
定
額
を
助
成
》

②
米
粉
の
利
用
拡
大
支
援
対
策
：
20
億
円

　《米
粉
の
商
品
開
発
・
製
造
を
支
援
》

③
肥
料
の
国
産
化
・
安
定
供
給
確
保
対
策
：
68
億
円

《
堆
肥
の
高
品
質
化
、
ペ
レ
ッ
ト
化
に
必
要
な

施
設
整
備
》

④
生
産
資
材
の
使
用
低
減
対
策
：
32
億
円

《
土
壌
診
断
に
よ
る
化
学
肥
料
の
低
減
な
ど
に

支
援
》

⑤
果
樹
産
地
に
お
け
る
花
粉
確
保
対
策
：
5
億
円

　《国
産
花
粉
へ
の
切
り
替
え
を
支
援
》

⑥
飼
料
自
給
率
向
上
緊
急
対
策
：
1
3
0
億
円

　《資
料
の
増
産
に
必
要
な
施
設
整
備
な
ど
》

⑦
適
正
な
価
格
形
成
と
国
民
理
解
の
醸
成
：
5
億
円

《
生
産
コ
ス
ト
指
標
の
作
成
・
検
証
や
実
態

調
査
な
ど
》

⑧
施
設
園
芸
等
燃
料
価
格
高
騰
対
策
：
45
億
円

　《燃
油
・
ガ
ス
の
価
格
高
騰
に
補
填
金
交
付
》

⑨
和
牛
肉
需
要
拡
大
緊
急
対
策
：
50
億
円

　《和
牛
肉
の
新
規
需
要
開
拓
、消
費
拡
大
を
支
援
》

⑩
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
：

3
1
0
億
円

　《収
益
力
強
化
に
取
り
組
む
産
地
を
支
援
》

⑪
国
産
チ
ー
ズ
の
競
争
力
強
化
：
61
億
円

《
原
料
乳
の
高
品
質
化
・
コ
ス
ト
低
減
、
施
設

整
備
な
ど
》

⑫
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
集
約
化
等

の
加
速
：
31
億
円

　《農
地
集
約
化
に
取
り
組
む
地
域
に
協
力
金
》

★ ポイント2 ★
高い貯蓄性と保障が
バランスよく備わっていて、
効率的に資金準備できます。

★ ポイント3 ★
ご契約者（親族）がもしもの
とき、※その後の共済掛金は
いただきません。
※共済掛金払込免除不担保特則を付加する
　場合を除きます

★ ポイント4 ★
お子さま・お孫さまの
ために７５歳までご契約
いただけます。

★ ポイント1 ★
学資金のお受取りは、
進学時期に合せた中学・
高校・大学プランから
お選びいただけます。

ＪＡ共済が 

選ばれています！！
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あ
と

き
が
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■新年のご挨拶
■農畜産物の2024年輸送問題に
　関する緊急要請を実施
■「JAグループ基本農政確立全国
　大会」が開催される
■参議院議員 藤木しんや氏コラム
■参議院議員 山田としお氏コラム
■地域農業のリーダー
■中央会・連合会からのお知らせ

　
60
余
回
の
勝
負
で
負
け
知
ら
ず
の
剣
豪
と
し
て
名

高
い
の
が
熊
本
に
ゆ
か
り
の
宮
本
武
蔵
で
あ
る
。熊
本

の
西
部
、金
峰
山
の
麓
に
あ
る
岩
戸
・
霊
巌
洞
に
こ
も

り
、自
身
の
兵
法「
二
天
一
流
」を
ま
と
め
た「
五
輪
書
」

を
書
い
て
い
る
。宮
本
武
蔵
の
人
物
像
は
謎
も
多
い
。

私
た
ち
は
吉
川
英
治
の
小
説「
宮
本
武
蔵
」や
司
馬
遼

太
郎
の「
宮
本
武
蔵
」を
読
ん
で
そ
の
人
と
な
り
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、宮
本
武
蔵
の
強
さ
を
物
語
る
有
名
な
戦
い

が
2
つ
あ
る
。一
つ
は
、足
利
将
軍
家
の
剣
術
師
範
で

あ
っ
た
吉
岡
道
場
の
師
範
吉
岡
清
十
郎
と
の
戦
い
で

あ
る
。武
蔵
は
木
刀
の
一
撃
で
清
十
郎
を
破
っ
た
。そ
の

後
、清
十
郎
の
弟
・
吉
岡
伝
七
郎
と
の
戦
い
で
も
武
蔵

が
あ
っ
さ
り
と
勝
利
し
た
。二
つ
目
は
、下
関
沖
合
の

舟
島（
後
の
巌
流
島
）で
の
戦
い
で
あ
る
。相
手
は
小
倉

藩
剣
術
指
南
役
・
佐
々
木
小
次
郎
で
あ
る
。必
殺
技
は

燕
返
し
で
天
下
に
名
の
通
っ
た
剣
豪
で
あ
る
。誰
も
が

知
っ
て
い
る
よ
う
に
武
蔵
は
決
闘
の
時
間
に
大
幅
に

遅
れ
、相
手
を
苛
立
た
せ
る
戦
法
を
取
っ
た
。小
次
郎

の
物
干
し
ざ
お
と
呼
ば
れ
た
長
尺
の
太
刀
と
武
蔵
が

手
に
し
た
の
は
船
の
櫂（
か
い
）を
削
っ
て
作
っ
た
木

刀
だ
っ
た
。

　
先
日
、東
京
で
第
71
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
が
開

催
さ
れ
、広
島
県
の
棗
田（
な
つ
め
だ
）選
手
が
優
勝

し
た
。こ
れ
ま
で
熊
本
県
勢
も
5
回
優
勝
を
飾
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
で
は
、熊
本
県
の

渡
辺
選
手
が
念
願
の
優
勝
を
果
た
し
、こ
れ
で
女
子

も
熊
本
県
勢
の
優
勝
は
5
回
と
な
っ
た
。

　
一
方
、熊
本
県
の
農
産
物
に
目
を
向
け
る
と
、令
和

3
年
で
全
国
1
位
の
農
産
物
が
7
品
目
も
あ
る
。農

業
産
出
額
は
全
国
5
位
、生
産
農
業
所
得
は
全
国
4

位
と
な
っ
て
い
る
。剣
道
と
と
も
に
農
業
で
も
日
本
の

食
を
支
え
て
い
る
県
と
し
て
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て

い
い
と
思
う
。
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あ
ぜ
み
ち

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
5
年
12
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
今
年
、
皆
さ
ん
は
初
詣
に
は
行
か
れ
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
随
分
昔
の
こ
と
で
す
が
、
除
夜
の
鐘
が
鳴
っ
て

か
ら
、
明
治
神
宮
に
初
詣
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

砂
利
道
の
参
道
を
大
勢
の
人
が
押
し
合
い
へ
し
合
い
で

進
ん
で
い
き
、
社
に
手
を
合
わ
せ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
当
時
は
景
気
も
良
く
お
賽
銭
に
万
札
を
投
げ
入

れ
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
電
車
も
一
晩
中
動
い

て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
後
友
人
の
埼
玉
の
田
舎
の
実

家
に
行
き
ま
し
た
。
朝
方
家
に
つ
い
て
、
お
正
月
の
料

理
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
お
節
料
理
の
ほ
か

に
出
て
き
た
も
の
、
お
雑
煮
が
変
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
家
で
馳
走
に
な
っ
た
の
は
ぜ
ん
ざ
い
で
し
た
。
正

月
か
ら
甘
い
小
豆
と
餅
を
食
べ
た
の
は
は
じ
め
て
で
し

た
。
当
地
で
は
、
正
月
は
ぜ
ん
ざ
い
と
決
ま
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
熊
本
で
は
雑
煮
を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
が
、
地

方
に
よ
っ
て
中
に
入
れ
る
具
材
が
違
う
も
の
で
す
ね
。

　
大
学
の
時
、
教
授
が
生
徒
に
餅
を
持
っ
て
く
る
よ
う

に
言
っ
て
、
こ
の
時
地
域
で
餅
の
形
が
違
う
の
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
丸
餅
と
角
餅
の
境
目
は
、
岐
阜
県
の

関
ケ
原
辺
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
関
ケ
原
よ
り
東
で

は
角
餅
、
西
で
は
丸
餅
が
一
般
的
な
の
だ
そ
う
で
す
。

撮影：高橋　恵莉 様
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